
八
九

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度　

研
究
所
報
告

１
．
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
構
成
員

□
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
構
成
員

所
長�

山
口　

直
孝

兼
担
所
員　

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長�

田
中　

正
樹

同　
　
　
　

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長�

町　

泉
寿
郎

同　
　
　
　

文
学
部
教
授�

磯　
　

水
絵

同　
　
　
　

国
際
政
治
経
済
学
部
専
任
講
師�

今
井　

悠
人

客
員
研
究
員�

中
村　
　

聡

□
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
運
営
委
員
会
構
成
員

所
長�
山
口　

直
孝

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長�
田
中　

正
樹

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長�

町　

泉
寿
郎

文
学
部
長
・
大
学
院
文
学
研
究
科
長�

牧
角　

悦
子

国
際
政
治
経
済
学
部
長
・
大
学
院
国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
長

�

中
山　

政
義

文
学
研
究
科
選
出
委
員�

小
山　

聡
子

国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
選
出
委
員�

合
六　
　

強

文
学
部
選
出
委
員�

島
田　

泰
子

国
際
政
治
経
済
学
部
選
出
委
員�

渡
辺　

和
則

□
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
企
画
・
編
集
委
員
会
構
成
員

所
長�

山
口　

直
孝

兼
担
所
員　

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長�

田
中　

正
樹

同　
　
　
　

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長�

町　

泉
寿
郎

同　
　
　
　

文
学
部
教
授�

磯　
　

水
絵

同　
　
　
　

国
際
政
治
経
済
学
部
専
任
講
師�

今
井　

悠
人

文
学
研
究
科
選
出
委
員�

小
山　

聡
子

国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
選
出
委
員�

合
六　
　

強

文
学
部
選
出
委
員�

島
田　

泰
子

国
際
政
治
経
済
学
部
選
出
委
員�

渡
辺　

和
則

□
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
構
成
員

セ
ン
タ
ー
長　
　
　

文
学
部
教
授�

田
中　

正
樹

セ
ン
タ
ー
員　
　
　

文
学
部
特
別
招
聘
教
授　

�

市
來
津
由
彦

同　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
非
常
勤
講
師�

中
根　

公
雄

研
究
協
力
員　
　
　

東
洋
大
学
名
誉
教
授�

吉
田　

公
平

同　
　
　
　
　
　
　

活
水
女
子
大
学
名
誉
教
授�

荒
木
龍
太
郎

同　
　
　
　
　
　
　

横
浜
市
立
大
学
教
授�

小
幡　

敏
行

同　
　
　
　
　
　
　

秀
明
大
学
専
任
講
師�

久
米　

晋
平

助
手�

山
路　
　

裕

□
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
構
成
員

セ
ン
タ
ー
長　
　
　

文
学
部
教
授�

町　

泉
寿
郎



九
〇

セ
ン
タ
ー
員
（
文
学
芸
術
班
）　
　

文
学
部
教
授�

磯　
　

水
絵

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

牧
角　

悦
子

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

五
月
女
肇
志

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

王　
　

宝
平

同
（
歴
史
思
想
班
）　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

田
中　

正
樹

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

小
山　

聡
子

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

中
川　
　

桂

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

小
方　

伴
子

同
（
漢
学
史
班
）　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
教
授�

町　

泉
寿
郎

研
究
協
力
員　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫�

會
谷　

佳
光

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
東
文
化
大
学
准
教
授�

上
地　

宏
一

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
部
非
常
勤
講
師�

清
水　

信
子

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
文
化
大
学
専
任
講
師�

川
邉　

雄
大

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
特
任
研
究
員�

武
田　

祐
樹

助
手�

鈴
置　

拓
也

２
．
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
運
営
委
員
会

第
一
回

日　

時　

四
月
二
八
日
（
火
）　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
特
別
事
業
費
に
つ
い
て

②　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

構
成
員
及
び
事
業
概

要
に
つ
い
て

③　

�

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

構
成
員
及
び
事
業
概
要
に

つ
い
て

④　

�

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

構
成
員
及
び
事
業
概
要

に
つ
い
て

⑤　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

兼
担
所
員
（
共
同
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
者
）
の
学
内
公
募
に
つ
い
て

⑥　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

『
東
ア
ジ
ア
学
術
総

合
研
究
所
集
刊
』
第
五
一
集
の
原
稿
募
集
に
つ
い
て

⑦　

�

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

『
陽
明
学
』
第
三
一
号
の

原
稿
募
集
に
つ
い
て

⑧　

�

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

『
日
本
漢
文
学
研
究
』

第
一
六
号
の
原
稿
募
集
に
つ
い
て

⑨　

そ
の
他

第
二
回

日　

時　

六
月
一
六
日
（
火
）　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

兼
担
所
員
（
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
代
表
者
）
の
選
考
に
つ

い
て

②　

そ
の
他

第
三
回

日　

時　

七
月
三
〇
日
（
木
）　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

二
松
学
舎
大
学
学

術
叢
書
の
選
考
に
つ
い
て

②　

そ
の
他

第
四
回

日　

時　

一
〇
月
一
五
日
（
木
）　

一
三
時
〇
五
分

場　

所　

八
〇
六
教
室　
　

※
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

議　

題　

①　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

二
〇
二
〇
年
度
事

業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

②　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

二
〇
二
一
年
度
特
別

事
業
費
申
請
に
つ
い
て

③　

�

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に

関
す
る
協
力
要
請
に
つ
い
て
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

④　

そ
の
他



九
一

第
五
回

日　

時　

一
二
月
三
日
（
木
）　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

二
松
学
舎
大
学
学

術
叢
書
の
選
考
に
つ
い
て

②　

そ
の
他

第
六
回 

日　

時　

二
月
一
八
日
（
木
）　

一
三
時

場　

所　

八
〇
二
教
室　
　

※
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

議　

題　

①　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所 

陽
明
学
研
究
セ
ン

タ
ー
長
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
選
考
に

つ
い
て

②　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所 

客
員
研
究
員
の
受
入

（
延
長
・
新
規
）
に
つ
い
て

③　

�

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

助
手
の
選
考
に
つ
い
て

④　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所 
二
松
学
舎
大
学
学
術

叢
書
に
つ
い
て

⑤　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所 

『
東
ア
ジ
ア
学
術
総

合
研
究
所
集
刊
』
第
五
一
集
に
つ
い
て

⑥　

�

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

『
日
本
漢
文
学
研
究
』

第
一
六
号
に
つ
い
て

⑦　

�

日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

「
雙
松
通
訊
」
第
二
七

号
に
つ
い
て

⑧　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所 

日
本
古
典
籍
研
究
国

際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
の
参
加
に
つ
い
て

⑨　

そ
の
他

第
七
回

日　

時　

三
月
一
二
日
（
金
）　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

二
松
学
舎
大
学
学

術
叢
書
の
選
考
に
つ
い
て

②　

�

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所　

研
究
員
の
選
考
に
つ

い
て

③　

�

陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

『
陽
明
学
』
第
三
一
号
に

つ
い
て

④　

そ
の
他

３
．
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
連
絡
会

　

第
一
回

日　

時　

四
月
一
六
日
（
木
）　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

議　

題　

①　

構
成
員
お
よ
び
事
業
概
要
に
つ
い
て

②　

宋
明
資
料
輪
読
会
に
つ
い
て

③　

『
陽
明
学
』
第
三
一
号
の
原
稿
募
集
に
つ
い
て

④　

そ
の
他

第
二
回

日　

時　

一
〇
月
五
日
（
月
）　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

議　

題　

①　

二
〇
二
一
年
度
特
別
事
業
費
申
請
に
つ
い
て

②　

そ
の
他

４
．
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
連
絡
会

第
一
回　

日　

時　

四
月
一
六
日
（
木
）　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

構
成
員
に
つ
い
て

②　

事
業
概
要
に
つ
い
て

③　

�

『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
一
六
号
の
原
稿
募
集
に
つ

い
て

④　

そ
の
他



九
二

第
二
回　

日　

時　

一
〇
月
八
日
（
木
）　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

二
〇
二
一
年
度
特
別
事
業
費
の
申
請
に
つ
い
て

②　

�

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
関
す
る
協
力
要
請
に
つ
い
て

（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

③　

漢
文
資
料
の
購
入
に
つ
い
て

④　

そ
の
他

第
三
回　

日　

時　

一
一
月
九
日
（
月
）　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

研
究
成
果
報
告
書
の
刊
行
に
つ
い
て

②　

漢
文
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
つ
い
て

③　

そ
の
他

５
．
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
編
集
委
員
会

第
一
回

日　

時　

九
月
一
二
日
（
土
）　

ガ
ル
ー
ン
開
催

議　

題　

①　

査
読
に
つ
い
て

②　

そ
の
他

６
．
合
意
書
等
の
締
結

①
機
関
名　

南
開
大
学
日
本
研
究
院

締
結
日　

二
〇
二
〇
年
三
月
二
六
日

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
調
印
式
が

延
期
と
な
っ
た
た
め
、
当
初
の
調
印
式
開
催
予
定
日

を
締
結
日
と
し
た
。

内　

容　

学
術
共
同
交
流

②
機
関
名　

東
北
師
範
大
学
東
亜
研
究
院

締
結
日　

二
〇
二
〇
年
三
月
二
八
日

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
調
印
式
が

延
期
と
な
っ
た
た
め
、
当
初
の
調
印
式
開
催
予
定
日

を
締
結
日
と
し
た
。

内　

容　

学
術
共
同
交
流

③
機
関
名　

山
東
大
学

締
結
日　

二
〇
二
〇
年
七
月
一
日

内　

容　

「
全
球
漢
籍
合
璧
工
程
」
へ
の
研
究
協
力

④
機
関
名　

国
文
学
研
究
資
料
館

締
結
日　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
七
日

内　

容　

�

日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
計
画
に
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築

⑤
組
織
名　

日
本
古
典
籍
研
究
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

参
加
日　

二
〇
二
一
年
三
月
一
〇
日

内　

容　

�

日
本
古
典
籍
の
保
存
と
活
用
を
中
核
と
す
る
原
資
料

に
基
づ
く
研
究
と
教
育
の
活
性
化

７
．
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

公
開
講
座
の
開
講

※
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義

演
習
講
座

①
講
座
名　

古
文
書
解
読
講
座

講　

師　

文
学
部
教
授　

町　

泉
寿
郎

曜
日
等　

火
曜
日　

七
時
限



九
三

②
講
座
名　
『
国
語
』
の
研
究

講　

師　

文
学
部
教
授　

小
方　

伴
子

曜
日
等　

月
曜
日　

三
時
限

③
講
座
名　

筆
談
文
献
読
解
講
座

講　

師　

文
学
部
教
授　

王　

宝
平

曜
日
等　

金
曜
日　

六
時
限

④
講
座
名　
『
天
道
溯
原
』
解
読

講　

師　

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
客
員
研
究
員

　

中
村　

聡

曜
日
等　

木
曜
日　

三
時
限

８
．
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

共
同
研
究
①

研
究
代
表
者　

文
学
部
教
授　
　

磯　

水
絵

研
究
課
題　
　

�

興
福
寺
の
音
楽
―
狛
近
真
が
『
教
訓
抄
』

を
編
纂
し
た
背
景
を
探
る
―

研
究
期
間　
　

二
年
（
本
年
度
は
二
年
目
）

実
施
内
容

　

本
年
度
は
、
前
年
の
各
自
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
る
年

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
各
自
研

究
報
告
を
次
の
よ
う
な
論
題
で
ま
と
め
、
七
月
末
に
思
文

閣
出
版
に
入
稿
し
た
。
以
下
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。

書
名
『
興
福
寺
に
鳴
り
響
い
た
音
楽
』

緒
言�

磯　

水
絵

第
一
編
興
福
寺
の
音
楽
文
化
と
狛
氏

第
一
章　

�

建
久
の
興
福
寺
供
養
並
び
に
東
大
寺
供
養
の
音

楽
―
―
附
、
楽
所
預
中
原
有
安
の
こ
と
―
―

�

磯　

水
絵

コ
ラ
ム　

�

詠
ま
れ
る
歌
・
書
か
れ
る
歌
、
そ
し
て
読
ま
れ

る
歌
―
―
万
葉
集
か
ら
考
え
る
―
―�

塩
沢
一
平

第
二
章　

�

楽
人
狛
氏
の
由
来
探
索
―
―
『
日
本
書
紀
』
に

見
る
高
麗
人
渡
来
―
―�

櫻
井
利
佳

第
三
章　

�

狛
近
真
の
生
涯　

付
年
譜�

神
田
邦
彦

コ
ラ
ム　

�

興
福
寺
と
和
歌
―
―
殷
富
門
院
大
輔
詠
三
首
に

つ
い
て
―
―�

五
月
女
肇

第
二
編　

�

狛
近
真
『
教
訓
抄
』
の
世
界

第
一
章　

�

興
福
寺
伎
楽
の
衰
退
―
―
附
『
天
感
楽
外
妓
楽

譜
』
翻
刻
解
題
―
―�

根
本
千
聡

第
二
章　

�

「
管
絃
物
語
」
「
琵
琶
」
項
に
つ
い
て
―
―
そ

の
構
成
と
内
容
―
―�

落
合
愛
菫

第
三
章　

�

『
付
法
蔵
因
縁
伝
』
馬
鳴
伝
に
み
る
「
頼
吒
啝

羅
」
の
楽
に
つ
い
て
―
―
巻
第
八
「
箏
」
項
よ

り�

中
安
真
理

第
四
章　

�

源
隆
国
の
見
た
夢
―
―
『
教
訓
抄
』
巻
第
九
よ

り
―
―�

鈴
木
和
大

第
三
編　

興
福
寺
の
音
楽
文
化
、
そ
の
後

第
一
章　

江
戸
期
の
興
福
寺
薪
の
能
小
考�

中
川　

桂

第
二
章　

�

興
福
寺
涅
槃
会
と
法
隆
寺
聖
霊
会
に
お
け
る
仏

前
奏
楽
―
―
舞
楽
法
要
と
管
絃
講
の
両
様
式
に

つ
い
て
―
―�

高
橋
美
都

あ
と
が
き�

櫻
井
利
佳

�

以
上

　

右
の
本
を
三
月
ま
で
に
上
梓
す
る
の
が
、
本
会
の
目
下

の
営
為
で
あ
る
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
が
な
け
れ
ば
、
四
月

の
仏
生
会
に
は
伎
楽
奉
納
を
、
八
月
に
は
第
二
回
シ
ン
ポ
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ジ
ウ
ム
を
企
画
し
て
い
た
が
、
実
施
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
残
念
で
あ
る
。

共
同
研
究
②

研
究
代
表
者　

国
際
政
治
経
済
学
部
専
任
講
師

�

今
井　

悠
人

研
究
課
題　
　

�

現
代
数
学
の
見
地
に
立
っ
た
和
算
の
発
展

と
業
績
、
自
然
科
学
と
の
関
連
に
つ
い
て

―
備
中
地
方
に
お
け
る
小
野
光
右
衛
門
以

正
（
三
島
中
洲
外
祖
父
）
の
業
績
、
関
派

の
甲
州
に
お
け
る
発
展
、
江
戸
期
最
北
端

三
八
上
北
に
お
け
る
和
算

研
究
期
間　
　

三
年
（
本
年
度
は
一
年
目
）

実
施
内
容

　

本
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
備
中
地
方
に
お
け
る

小
野
光
右
衛
門
以
正
（
三
島
中
洲
外
祖
父
）
の
業
績
、
関

派
の
甲
州
に
お
け
る
発
展
、
江
戸
期
最
北
端
三
八
上
北
に

お
け
る
和
算
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
昨
今
の
情
勢
に
よ
っ
て
移
動
が
制
限
さ
れ
て

い
る
た
め
、
現
地
で
の
資
料
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
厳
し
い
一
年
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
三
八
上
北
地
方
に
つ
い
て
述
べ
る
。
江
戸
時
代
に

発
達
し
た
日
本
固
有
の
数
学
で
あ
る
和
算
の
大
家
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
関
孝
和
と
同
時
期
に
、
八
戸
藩
で
活
躍
し

た
和
算
家
に
真
法
恵
賢
と
い
う
僧
侶
が
い
た
。
真
法
恵
賢

は
幼
年
期
に
出
家
し
、
そ
の
後
和
算
の
研
究
の
た
め
に

江
戸
へ
修
行
に
向
か
い
、
晩
年
に
八
戸
に
戻
り
藩
士
に
和

算
を
教
授
し
た
。
八
戸
藩
で
は
和
算
の
祖
と
し
て
恵
賢
流

と
呼
ば
れ
る
和
算
の
流
派
を
作
り
、
多
く
の
弟
子
を
育
て

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
の
記
録
は
八
戸
藩
の

藩
日
記
な
ど
の
古
文
書
や
、
石
像
な
ど
に
複
数
残
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
詳
細
に
残
さ
れ
て
い
る
記

録
が
真
法
恵
賢
の
弟
子
た
ち
に
よ
る
和
算
の
問
題
集
で
あ

る
。
今
回
そ
の
問
題
集
で
あ
る
「
真
法
弟
算
記
」
の
問
題

と
解
答
を
精
査
し
、
そ
の
解
答
者
で
あ
る
弟
子
た
ち
の
詳

細
を
藩
日
記
で
調
べ
上
げ
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
て
論
文

と
し
て
投
稿
し
た
（
土
屋
・
今
井
、「
真
法
恵
賢
と
真
法

弟
算
記
に
つ
い
て
」、『
八
戸
工
業
大
学
紀
要
』）。
ま
た
、

江
戸
期
に
お
け
る
遊
歴
和
算
家
で
あ
る
山
口
和
の
八
戸
に

お
け
る
活
動
の
記
録
を
調
べ
、
そ
の
動
向
と
関
係
者
を
明

ら
か
に
し
た
。
こ
れ
を
ま
と
め
て
論
文
と
し
て
投
稿
し
た

（
今
井
・
土
屋
、「
遊
歴
和
算
家
山
口
和
と
八
戸
」、『
八
戸

工
業
大
学
紀
要
』）。
山
口
和
が
出
会
っ
た
藩
士
に
は
、
真

法
恵
賢
の
弟
子
の
関
係
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
最
先
端
の
数
学
の
知
識
を
有
し
て
い
た
山
口
和
と
、

八
戸
藩
の
和
算
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
加
え
て
藩
士
で
な
い
人
物
が
登
場
す
る
た
め
公
文
書

に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
内
容
が
多
く
、
そ
れ
を
ま
と
め

た
こ
と
に
は
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。
次
年
度
は
引
き
続

き
「
真
法
弟
算
記
」
の
解
答
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
同

じ
く
真
法
恵
賢
の
弟
子
た
ち
が
神
社
仏
閣
に
奉
納
さ
れ
て

い
る
算
額
を
ま
と
め
た
「
諸
国
神
社
仏
閣
掛
所
算
術
」
に

つ
い
て
も
調
査
研
究
を
行
う
。

　

次
に
、
甲
州
地
方
に
つ
い
て
述
べ
る
。
勤
王
家
と
し
て

知
ら
れ
る
山
縣
大
貮
が
和
算
家
と
し
て
も
業
績
が
あ
る
と

い
う
点
に
着
目
し
、
資
料
収
集
と
調
査
を
行
っ
た
。
山
縣

の
主
な
資
料
は
山
梨
県
に
あ
る
山
縣
神
社
及
び
山
梨
県
立

博
物
館
甲
州
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
山
縣
神
社
に

許
可
を
い
た
だ
き
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
の
一
部
に
つ
い

て
閲
覧
、
撮
影
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
残
念
な

が
ら
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
目
録
が
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、

所
蔵
資
料
の
全
体
が
把
握
で
き
な
い
。
山
縣
神
社
建
立
百
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年
と
な
る
令
和
三
年
に
向
け
て
、
目
録
の
作
成
が
待
た
れ

る
。
ま
た
、
今
回
の
資
料
調
査
に
よ
り
新
資
料
も
発
見
で

き
た
た
め
、
次
年
度
に
資
料
紹
介
及
び
研
究
論
文
と
し
て

発
表
し
た
い
。
今
年
度
は
山
縣
の
著
し
た
和
算
書
で
あ
る

「
牙
籌
譜
」
に
つ
い
て
山
縣
神
社
蔵
本
を
底
本
と
し
、

現
存
写
本
六
種
と
校
合
を
行
い
、
解
題
と
翻
印
を
行
っ

た
（
今
井
、「
柳
荘
山
縣
昌
貞
著
「
牙
籌
譜
」
の
解
題
と

翻
印
」、『
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集

刊
』）。
こ
の
翻
印
を
基
に
、
山
縣
の
手
法
の
独
自
性
と
そ

の
後
の
和
算
書
に
与
え
た
影
響
等
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
。

　

備
中
地
方
に
お
け
る
調
査
で
あ
る
が
、
岡
山
県
へ
の
出

張
が
行
え
な
か
っ
た
た
め
十
分
な
調
査
が
行
え
て
い
な

い
。
近
郊
で
可
能
な
調
査
と
し
て
、
学
士
院
所
蔵
小
野
以

正
著
作
に
つ
い
て
閲
覧
・
撮
影
を
行
な
っ
た
。
次
年
度
は

岡
山
県
に
現
存
す
る
小
野
以
正
関
連
の
資
料
を
調
査
、
撮

影
す
る
と
と
も
に
、
小
野
の
数
学
的
業
績
に
つ
い
て
ま
と

め
た
い
。

９
．
学
術
叢
書
の
刊
行
助
成

①
書　

名　

等　

『
中
国
古
典
学
の
再
構
築
』
汲
古
書
院

　
　

二
〇
二
一
年
二
月
一
六
日
発
行

著
作
権
代
表
者　

文
学
部
教
授　

田
中　

正
樹

②
書　

名　

等　

『
興
福
寺
に
鳴
り
響
い
た
音
楽
―
教
訓
抄
の
世

　
　
　
　
　
　
　
　

界
―
』
思
文
閣
出
版

　
　

二
〇
二
一
年
三
月
一
九
日
発
行

著
作
権
代
表
者　

文
学
部
教
授　

磯　

水
絵

③
書　

名　

等　

『
日
中
文
化
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ミ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
歴
史
・
社
会
・
コ
ン
テ
ン
ツ
』

　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日

著
作
権
代
表
者　

文
学
部
教
授　

江
藤　

茂
博




